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平成 29 年度 第 2 回番組審議会 議事録 

○ 日 時 ：平成 29 年 7月 11 日（火）14:00～16:00 

○ 場 所 ：株式会社エフエム戸塚会議室 

○ 出 席 者 ：番組審議委員 3名（総数 5名） 

○ 審議委員 ：金子 富康、小泉 信義、齊藤 真美奈 

     （欠席：大滝 紀子、福嶋 隆太郎） 

○ 事 務 局 ：顧問 紺野 望、河原 愛美 

○ 議 事 録 ：番組審議会事務局作成 

 

■議題 

1. 番組：5月 8 日(月)放送の番組「目指せ！コンパクトシティ東戸塚」に関するご意見について 

2. 番組: 6 月 24 日(土)放送の番組「Event Navigation (イベナビ) 」に関するご意見について 

3. 放送番組全般に関するご意見・ご感想について 

4. その他ご意見ご感想について 

■議事 

１. 5 月 8 日(月)放送の番組「目指せ！コンパクトシティ東戸塚」に関するご意見 

事務局 

 皆さまご存じの通り、弊社の社長・福原稔は「コンパクトシティ・東戸塚駅周辺街づくり開発委員会の会長を

務めております。同じく東戸塚駅周辺街づくり開発委員会 顧問の大滝正雄と共に東戸塚の街はどのように生

まれたのか、これからどうなっていくのか。 

そして、「街づくり」とは・・・？をテーマに制作している番組です。 

いろいろなジャンルからゲストをお迎えし、皆さまから様々なご意見を聞かせて頂いております。 

ナビゲーターは、松本麻美（まつもと まみ）、東戸塚駅周辺街づくり開発委員会会長 福原稔、東戸塚駅周辺

街づくり開発委員会 顧問 大滝正雄です。 

放送日は、放 送：月曜日(第２・４)。放送時間は、午前９時～９時 55 分迄です。 

再放送は、月曜日(第２・４)の午後２時～午後２時 55 分、午後８時～午後８時 55 分迄です。 

 

 

―各審議委員からの意見は次の通りである。 

審議委員(A)  

・メディアミックス(ビジョン)の説明に関して、テンポよく、わかりやすい説明がされており、聴きやすいと

思った。ただ、ナビゲーターの松本さん自身で、ご自身の名前の紹介があると、 

より番組としてわかりやすくなるのではないかと思った。 

 

審議委員(B)  

・音声であるラジオで、ビジョンの良さを伝えることは難しいと思った。 

メディアミックスという言葉は一般の方になじみのない言葉であると思うので、一般の方に伝わったかはわ

からない。目指せ！コンパクトシティという名前・テーマからは堅いイメージが伝わってくるが、街をどう

していくかという熱い思いは番組に漂っていたので、興味のある人には聞いてもらえるのではないか。 

ただ、興味のない人がどこまで番組の意図を理解できるのか工夫している点があれば聞いてみたい。 

 



審議委員(C)  

・東戸塚で生まれ育って、街が育って行く様子を実際に見た自分としては、東戸塚への想いが伝わってくる。 

昨年の帰宅困難者訓練や、3.11 を思い返すと、全体の情報と近隣の情報が確実に得られるビジョンであれ

ばかなり重要と感じる。ラジオと組み合わせればより有意義になるのではないか。 

・大滝顧問のメディアミックスの説明に関して、わからない人にわかるように説明しているように感じた。 

わからない人にもことあるごとに説明していくと、言葉が浸透していくのではないか。 

対象を東戸塚の人だけではなく戸塚などに広げると、興味をより持ってもらえるのではないか。 

ビジョンの取り付けについてはよかったと思う。 

 

審議委員(B)  

・帰宅困難者訓練において、ビジョンがどのように使われたのかを音(ラジオ放送)だけで伝えるのは難しいの

ではないか？帰宅困難者の方がどこに避難したらいいのかという情報を訓練時、地図で図示しているのは有

効だったと感じる。 

・災害時は、FAX で来るような情報をラジオで読み上げつつ、紙をそのままビジョンに映すのはどうか。 

また、今回の放送内容は、社長と大滝さんがわかっている状態で話しているので、知らない人にとっては伝

わりにくいところがあったのではないか。知らない人を意識した上で紹介することが大事ではないか？ 

 

―各審議委員からの意見に対し、事務局からの回答は以下の通りである。 

・地域、年齢層によらず理解してもらえる放送が必要ではないかと考えているため、具体例を挙げて話を進

め、伝わりやすくするよう努めて行きたい。 

・災害時は、地域の皆さまのお役に立てるように、よりわかり易く、迅速にお伝えできるようにしたい。 

 

2. 番組: 6 月 24 日(土)放送の番組「Event Navigation (イベナビ) 」に関するご意見 

事務局 

イベントナビゲーション（イベナビ）は、地域のイベント情報を盛りだくさんでお届けします。 

「盛り上がってるな」、「これからどこへ行こうかな」・・・などなど、楽しい週末、休日のお供をナビゲー

ションします。戸塚区内を中心に、横浜市、神奈川県のイベント情報、特に地域の皆さんが触れ合って頂ける

イベントをご案内しています。放送日は、土曜日・生放送・午前 11 時～午前 11 時 55 分まです。 

 

―各審議委員からの意見は次の通りである。 

審議委員(A)  

・丁寧に話していてよかったが、堅い印象を受けた。トークと曲の間が少し空いておるところが気になる。 

・ほおずき市など案内は面白く、興味深かった。そのなかで、電話番号を 2 回言っていて、アドレスを読上げ

ていたが、アドレスは読上げても分かり難いのではないか。また、日時は 2 回以上言ってもいいのではない

かと思った。 

 

審議委員(B)  

・コメントと曲紹介の時間が空くと心配になる。滑らかなところはすごく聞きやすく、声の感じも良い。情報

によっての詰まり感をなくせるといいのではないか。 

 

 

 



審議委員(C)  

昨年行った人に情報をもらうなどして、実際に雰囲気を感じられるような具体的な案内ができるといいので

はないか。駐車場がないことに対しても案内が欲しかった。東戸塚から何番のバスに乗ると行けますよ、と

いうような案内ができればより良い。次の戸塚まつり、八坂神社のお札蒔きは付き物なので、この案内が入

っていると良いのではないか。触れていなかったようなので・・・・。 

 

審議委員(B)  

・行ってみたいな、と思うような情報が必要ではないか。他の人に聞くなどして、より具体的にイメージでき

るような情報もぜひ次回には欲しい。 

・なかなか全部の情報を集めるのは大変だと思うが、やはり情報ソースが必要だと思う。 

・ワンマンでやっている以上難しいが、音楽が出るタイミングなどリズム感が欲しい。 

 

―各審議委員からの意見に対し、事務局からの回答は以下の通りである。 

・担当パーソナリティは、４月から番組を始めたばかりであることと、ワンマンでやっている以上、 

 音楽をＯＡするタイミングにまだ不慣なところがある。今後努力したい 

・生放送番組であるため、今後は、イベント関連の取材音声なども入れていきたい。 

・４月から番組を始めたばかりなので、今後の成長も見守って頂きたい。 

 

3. 放送番組全般に関するご意見・ご感想について 

審議委員(A)  

・ゲストを紹介する時は、頭できちっと所属、肩書き、フルネームを紹介する方がいい。 

 

審議委員(B)  

１）審議する番組は、どう選んでいるのでしょうか？ 

２）平戸の方では聞こえないという話があったが？ 

３）リスナーさんがどれくらいいるのかはわからない。 

 

―各審議委員からの意見に対し、事務局からの回答は以下の通りである。 

１）審議する番組は、ローテーションで決めていく。 

また、自主制作の番組が 50%～60%で、残りは外部制作の「ミュージックバード」より配信を受けて放送して

いる。今「ミュージックバード」を放送している時間も制作を行おうとすると、スタッフが現在の倍以上必

要になってしまう。「ミュージックバード」を使わない放送局は、音楽だけをずっと流して時間を埋めてい

る。 

それから、地域性は重要視しており、リスナーとしては「ミュージックバード」を聞いているというよりエ

フエム戸塚を聞いている感覚なので、継続的にフォローを心がけている。 

２）平戸の方では聞こえないという話に関しては、ネットのアプリを使ってインターネットで聞いてもらうよ

う努めている。現在パソコンでもスマホでも聴くことができる環境が整っているのでネット聴取を進めてい

る。 

３）リスナーがどれくらいいるのか、ということに関しては、聴取率調査を行っていないので分からない。 

調査費用が高いので、一般のコミュニティＦＭではほとんど実施していない。 

県単位にある大きな放送局は、聴取率調査を 2カ月に 1 度、30km の範囲で行っている。 

その結果首都圏では全体で 7%～8%前後聴取されている。全体では首都圏３０００万人に対し８％だとする



と、２４０万人聴いていることになる。１局は（２４０万人÷６局）４０万人ということになる。この調

査には６局参加しているため６で割っている。これを基礎として聴取率によって増減する。 

ＦＭ戸塚としては、ビジョンが創られたので、放送とビジョンとネットそしてイベント展開を併せて、 

リスナーを立体的に結び付けて行くよう努力して行きたい。 

これこそメディアミックスで、その成果を求めて行きたい。 

 

■審議会は、次回の日程を確認し終了した。 

      次回開催日：平成 29 年 9 月 14 日（木）14：00～ 


